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研究目的 
｢市町村の合併の特例等に関する法律｣の施行に伴い、道内では21地域において市町村合併が行われていますが、

全ての合併地域に都市計画区域が指定されていることから、広域的な土地利用の実現や効率的な都市整備の推進

等の観点から都市計画の再編についての検討が必要となります。本研究は、市町村合併に伴う広域的な都市計画

の再編・見直しについて、現地調査や日常生活圏の分析により、都市計画上の課題を整理することを目的として

います。 

 

研究概要 
市町村合併に伴って都市計画に関する課題を把握する

ために、市町村の都市計画担当者（都市計画区域を指定し

ていない市町村にあっては、まちづくり担当者）にヒアリ

ングを行っています。 

都市の一体性に関する指標について、定量的なデータか

ら確認ができる通勤圏、通学圏、商圏、医療圏を整理し、

合併を行う市町村間の他市町村への移動状況の把握を行

い、生活圏からみた都市の一体性について整理を行ってい

ます。 

■市町村合併に伴う都市計画の見直しの課題について 

市町村合併によって、都市計画区域となることにより、

新たに都市計画税を徴収するなど地域住民等へ制限や義

務が発生することについて、理解が得られるように説明を

行うことの重要性が捉えられました。 

 市町村都市計画マスタープランの見直しが必要な場合

は、十分な体制やスケジュールなどの対応が求められてい

ます。 

一自治体としてまちづくりを進める観点から、都市計画

区域の検討の必要性とともに、都市計画区域内外の土地利

用規制の検討の必要性について捉えられました。 

■都市の一体性の評価について 

通勤、通学、購買、通院による人の移動状況を捉えると、

合併市町村の間で移動により一体の生活圏域を形成して

おり、また､合併市町村を含む､より大きな生活圏を形成し

ていることが捉えられました。都市の一体性の状況を捉え

るときの一指標として、日常生活圏は有効と考えられます。 
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都市計画区域指定状況からみた合併タイプ
（波線部分が現地調査対象地域） 

1.［線引き都市］同士が合併する地域 

◇市街化区域又は市街化調整区域と市街化調整区域が接する地域  

・｢北斗市｣：上磯町、大野町(ともに線引き都市) 
 

2.［線引き都市］と［非線引き都市］、［非都市計画都市］が合併する地域 

◇市街化区域と未都市計画都市が接する地域    
 

 

 

 

 
 

・｢北見市｣：北見市(線引き都市)、留辺蘂町(非線引き都市)、端野町、常呂町(ともに非都市計画都市) 
 

3.［線引き都市］と［非都市計画都市］が合併する地域 

◇市街化調整区域と非都市計画都市が接する地域 
 

 

 

 

 
 

・｢函館市｣：函館市(線引き都市)、戸井町、恵山町、椴法華村、南茅部町(いずれも非都市計画都市) 

・｢釧路市｣：釧路市(線引き都市)、阿寒町(非都市計画都市)、音別町(非都市計画都市) 

・｢安平町｣：早来町(線引き都市)、追分町(非都市計画都市) 

・｢石狩市｣：石狩市(線引き都市)、厚田村(非都市計画都市)、浜益村(非都市計画都市) 

◇都市計画区域外において非都市計画都市と接する地域 

・｢幕別町｣：幕別町(線引き都市)、忠類村(非都市計画都市) 

◇飛び地で合併する地域   

・｢伊達市｣：伊達市(線引き都市)、大滝村(非都市計画都市) 
 

4.［非線引き都市］同士が合併する地域  

◇両都市計画区域が接する地域             
 

 

 

 

 
 

・｢名寄市｣：名寄市、風連町(ともに非線引き都市) 

・｢岩見沢市｣：岩見沢市(非線引き都市)、栗沢町(非線引き都市)、北村(非都市計画都市)
 

5.［非線引き都市］と［非都市計画都市］が合併する地域 

◇都市計画区域と非都市計画都市が接する地域 

・｢森町｣：森町(非線引き都市)、砂原町(非都市計画都市)  

◇都市計画区域外において非都市計画都市と接する地域 

・｢八雲町｣：八雲町(非線引き都市)、熊石町(非都市計画都市)  

・｢遠軽町｣：遠軽町(非線引き都市)、生田原町、丸瀬布町、白滝村(ともに非都市計画都市)

・｢枝幸町｣：枝幸町(非線引き都市)、歌登町(非都市計画都市) 

・｢せたな町｣：北檜山町(非線引き都市)、大成町(非都市計画都市)、瀬棚町(非都市計画都市)

・｢士別市｣：士別市(非線引き都市)、朝日町(非都市計画都市) 

・｢むかわ町｣：鵡川町(非線引き都市)、穂別町(非都市計画都市) 

・｢大空町｣：女満別町(非線引き都市)、東藻琴村(非都市計画都市) 

・｢洞爺湖町｣：虻田町(非線引き都市)、洞爺村(非都市計画都市) 

・｢新ひだか町｣：静内町(非線引き都市)、三石町(非都市計画都市) 

◇飛び地で合併する地域             

・｢日高町｣：門別町(非線引き都市)、日高町(非都市計画都市)  
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研究成果・活用方法 
日常生活圏の状況や合併に伴う都市計画の課題について捉えられ、その成果は道都市計画課の都市計画区域

の見直し方針に活用されています。 

合併地域における日常生活圏の一例(北見市)

〈通勤〉 〈通学〉 〈通院〉 〈商圏〉 

北見市
通勤者

 
全 :55,797人 
市 :51,820人 

(92.9％) 
内通勤

端野町 
全通勤者:2,754人 
町内通勤:1,829人 

(66.4％) 

留辺蘂町 
全通勤者:4,701人 
町内通勤:3,926人 
   (83.5％)    

佐呂間町 

美幌町 

網走市

785人(27.5％) 

1,019人(1.8％) 

常呂町 
全通勤者:2,861人 
町内通勤:2,732人 
      (95.5％) 

 

7人 
(3.1％)

9人 
(3.2％) 

145人(51.1％) 

4人 
(1.1％) 

179人 
(50.9％) 

180人 
(2.5％) 

205人(2.9％) 
北見市 

全通学者:7,085人 
市内通学:6,493人 

(91.6％) 

留辺蘂町 
全通学者:352人 
町内通学:166人 
       (47.2％) 

端野町 
全通学者:284人
町内通学:97人
       (34.2％)

常呂町 
全通学者:223人
町内通学:186人
       (83.4％)

訓子府町 美幌町

網走市
27人

29人74人 
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41.4%
(23.5％)
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39.3%
(15.7％)

北見市 
92.6% 

(96.9％)

端野町 
18.2% 

(38.9％)

留辺蘂町 
53.6% 

(81.8％) 

札幌市中央 網走市

常呂町 
46% 

(69％) 

527人
(26.5%)

702人 
(35.3%) 

1,262人 
(78.8%) 

1,434人 
(46.8%) 

北見市 
全通院者:24,179人 
市内通院:23,334人 

(96.5％) 

端野町 
全通院者:1,601人
町内通院:252人

(15.7％)

留辺蘂町 
全通院者:3,065人 
町内通院:1,435人 

(46.8％) 

札幌市 

常呂町 
全通院者:1,988人
町内通院:644人

(32.4％)

遠軽町 

美幌町

網走市

204人 
(0.8%) 

103人 
(0.4%) 32人

(2.0%)

52人 
(1.7%) 


